私 は、 その 娘と 深い 恋仲に なって いた ものであるが、 

或る 夕方の こと、 その 娘が 私に 会いに 来た 時の 桃割れ 

と 振袖 姿が、 あんまり 美し 過ぎた ので、 私 は 息苦し さ 

に 堪えられ なくなって、 彼女 を 郊外の X X 踏切り 附近 

の 離れ家に 連れ込んだ。 そうして 驚き 怪しんで いる 娘 

を、 ィキナ リー 思いに 絞め殺して、 やっと 重荷 を 卸し 

たような 気持ちに なった ものである。 万一 こうで もし 

なかったら、 俺 はキチ ガイに なった かも 知れない ぞ… 

…と 思いながら …… 。 

しごき かもい 

それから 私 は、 その 娘の 扱 帯 を 解いて、 部屋の 鴨居 

に 引っかけて、 縊死 を 遂げた ように 装わせて おいた。 



空 家の 怪死 体 〔# 本文より 2 段階 大きな 活字〕 

X X 踏切 附近の 廃屋の 中で 

死後 約 一 個 月 を 経た 半 骸骨 

会社員ら しい 若い 背広 男 〔# 本文より ー 段階 

大きな 活字 U 

私 はこの 新聞記事 を摑 むと、 夢中で 公園 を 飛び出し 

た。 そうして どこ を どうして 来た もの か、 XX 踏切 リ 

附近の 思 い 出 深い 廃家の 前に 来て、 茫然と 突 つ 立って 

いた。 



私 はやが て、 片手に 摑ん だま まの 新聞紙に 気が付く 

と、 慌てて 前後 を 見 まわした。 そうして 誰も 通って い 

ない の を 見澄ます と、 思い切って 表の 扉 を 開いて 中に 

這^った。 

空 家の 中 は 殆んど 真暗であった。 その 中 を 探り 探り 

娘の 死体 を 吊るして おいた 奥の 八 畳の 間へ 来て、 マツ 

チを 擦つ て 見る と 。 

「 」 

まご 

…… それ は紛ぅ 方ない 私の 死体であった。 

まり 

バンド を 梁に 引っかけて、 バット を啣 えて、 右手に 

マッチ を、 左手に 新聞紙 を 摑んで …… 。 



底本 ： 「夢 野久作 全集 3」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1992 (平成 4) 年 8 月な 日 第 ー 刷 発行 

※底本に は、 一般の 活字に 比べて、 小さい 活字、 大き 

な 活字、 さらに 大きな 活 字 を 用いて いました。 それ 

ぞれ、 本文よ リ 小さい 活字、 本文より 1 段階 大きな 

活字、 本文より 2 段階 大きな 活字、 として 注記 を 行い 

ました。 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： しず 

2 000 年 5 月 2 日 公開 

2 003 年 S 月な 日彦正 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



